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●今月の主な内容

市民義援金の配分について� �2
節電にご協力ください � �3
後期高齢者医療制度～保険証の更新など � �4～5
熱中症を防ぐために � �8
おぢや震災ミュージアムの愛称決定 � �10
春の叙勲受章者 � 12
ごみの減量にご協力ください � �16
健診・お知らせ�� �17～19

梅雨空を吹き飛ばせ！
～あきやまただし絵本ライブ～
　7月3日㈰、小千谷小学校体育館で人気ア
ニメ「はなかっぱ」や「パンツぱんくろう」
の作者、あきやまただしさんの絵本ライブが
開催されました。
　あきやまさんは全国を回って絵本読み聞か
せのライブ活動を行っていて、この日は約
300人の親子連れが集まり、歌あり、ダンス
ありのライブショーを楽しんでいました。
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■
配
分
方
法
の
審
議

　
市
議
会
、
地
域
役
員
、
福
祉
・
産
業
関
係
な

ど
の
9
人
で
「
小
千
谷
市
民
義
援
金
配
分
検
討

委
員
会
」
を
組
織
、
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
、
配
分

方
法
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

▽
第
1
回
配
分
検
討
委
員
会
：
6
月
17
日
㈮

▽
第
2
回
配
分
検
討
委
員
会
：
6
月
27
日
㈪

■
配
分
方
法

　
義
援
金
集
計
金
額
の
う
ち
、
一
次
分
と
し
て

5
0
0
0
万
円
を
次
の
と
お
り
配
分
し
ま
す
。

●
配
分
先
と
配
分
金
額

○
被
災
各
県
　
　
　（
3
8
0
0
万
円
）

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
人
的
・
物
的
被

害
が
著
し
い
次
の
7
県
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災

程
度
に
応
じ
て
配
分
し
ま
す
。

県
名

配
分
金
額

青
森
県

70
万
円

岩
手
県

6
3
0
万
円

宮
城
県

2
0
0
0
万
円

福
島
県

6
5
0
万
円

栃
木
県

80
万
円

茨
城
県

2
3
0
万
円

千
葉
県

1
4
0
万
円

○
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
市
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
90
万
円
）

　
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
市
町
村
の
う

ち
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
次
の
3
市
町
村
へ
配

分
し
ま
す
。

市
町
村
名

配
分
金
額

十
日
町
市

30
万
円

津
南
町

30
万
円

栄
村
（
長
野
県
）

30
万
円

○
小
千
谷
市
に
関
わ
り
の
あ
る
市
・
町

　
　
　
　
　
　
　
　（
1
0
0
0
万
円
）

　
上
記
の
被
災
各
県
に
所
在
し
、
中
越
大
震
災

の
際
に
、
人
的
貢
献
・
物
資
支
援
を
い
た
だ
い

た
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
小
千
谷
市
と
関
係
が
深

く
、
被
害
の
大
き
い
次
の
12
市
町
へ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
被
災
程
度
に
応
じ
て
配
分
し
ま
す
。

県
名

市
町
名

配
分
金
額

岩
手
県

釜
石
市

70
万
円

山
田
町

60
万
円

宮
城
県

仙
台
市

2
2
0
万
円

石
巻
市

2
3
0
万
円

東
松
島
市

90
万
円

美
里
町

30
万
円

福
島
県

郡
山
市

70
万
円

南
相
馬
市

80
万
円

茨
城
県

日
立
市

50
万
円

水
戸
市

30
万
円

ひ
た
ち
な
か
市

30
万
円

千
葉
県

浦
安
市

40
万
円

○
市
内
避
難
者
へ
の
支
援
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
1
0
万
円
）

　
小
千
谷
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
環
境

整
備
の
た
め
に
支
出
し
ま
す
。

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
小
千
谷
市
民
義
援
金
」

被
災
地
へ
の
配
分
を
決
定

　
3
月
14
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し

た
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
小
千
谷
市
民
義

援
金
」
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
善
意

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
、
2
回
の
義
援
金
配
分
検
討
委
員
会
を

開
催
し
審
議
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
配
分
方

法
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
配
分
し
た
義
援
金
は
、７
月
1５
日
㈮
ま
で
に
、

各
自
治
体
へ
送
金
す
る
予
定
で
す
。

小千谷市民義援金

（6月30日現在）

50,398,478円
　
　みなさんからいただいた善意に感
謝いたします。
　引き続き、被災地・被災者へのご
支援をお願します。

■募集期限／ 9月13日㈫
■募金方法／次の2通りで受け付け
　ています。
①指定の金融機関口座に振込
②窓口での現金受付
※振込先口座名、取扱金融機関名、
　受付窓口は市報3月25日号をご覧
　ください。

●税金の寄附金控除のため、領収書
　を必要とする方は社会福祉課まで
　お問い合わせください。

■
問
い
合
わ
せ
／

　
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
�
83
・
3
5
1
7



3　︱　市報おぢや 7 月号

■
「
電
力
使
用
制
限
」
の
発
動

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の
夏

は
大
幅
な
電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
国

は
7
月
1
日
か
ら
電
気
事
業
法
第
27
条
に
基
づ

く
「
電
力
使
用
制
限
」
を
発
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
を
、

昨
年
夏
に
比
べ
て
1５
％
削
減
す
る
よ
う
大
口
需

要
家
に
義
務
付
け
、
そ
の
他
企
業
や
家
庭
に
も

自
主
的
な
節
電
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

　
発
動
は
第
1
次
石
油
危
機
以
来
、
37
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

■
市
施
設
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
平
成
22
年
同
時
期
比
1５
％
削
減
を

目
標
に
、
市
施
設
の
エ
ア
コ
ン
稼
動
時
間
の
短

縮
や
照
明
の
減
灯
、
自
動
ド
ア
の
一
部
停
止
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用
の
自
粛
を
お
願
い
す
る
な

ど
の
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
役
所
本
庁
舎
の
削
減
状
況

　
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
照
明
の
一
部
消
灯
や

電
気
ポ
ッ
ト
の
使
用
制
限
な
ど
の
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
節
電
実
績
は
左
表
の
と
お
り
で
、
引
き
続
き

節
電
に
努
め
ま
す
。

4月 5月 6月

実
績
使
用
量

平成
23年 37,409 24,227 25,612

平成
22年 44,961 31,440 33,282

削減量 7,552 7,213 7,670

削減率 16.8％ 22.9％ 23.0％

●市役所本庁舎の節電実績
　（4～6月分）

（単位：kwh）

■
問
い
合
わ
せ
／

　
企
画
政
策
課
企
画
経
営
係
�
83
・
3
5
0
7

■
電
力
需
給
逼ひ

っ
ぱ
く迫
警
報
に
注
意
！

　
東
北
電
力
管
内
で
は
、
計
画
停
電
は
原
則
行

わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
電
力
不

足
が
深
刻
化
し
、
大
規
模
な
停
電
を
引
き
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
計
画
停
電
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
計
画
停
電
を
避
け
ら
れ
な
い
事
態
が
予
測
さ

れ
る
場
合
に
国
か
ら
発
表
さ
れ
る
の
が
「
電
力

需
給
逼
迫
警
報
」
で
す
。

　
警
報
発
表
か
ら
計
画
停
電
実
施
ま
で
の
な
が

れ
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

電力需給逼
ひ っ ぱ く

迫警報発表から
計画停電実施までのながれ

（第1報）
　　計画停電を実施しなければならないと予
　測されるとき、前日午後6時までに電力需
　給逼迫警報が発表されます。

↓
（第2報）

　　当日午前8時30分に電力需給逼迫警報第
　2報が発表されます。この際、計画停電の
　時間帯が想定できる場合、その時間帯も合
　わせて発表されます。

↓
（第3報）

　　計画停電が実施される場合、テレビやラ
　ジオなどを通じ、2時間前に東北電力より
　発表されます。また、計画停電が不要とな
　った場合は、警報解除が発表されます。

■
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
の

　
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い

　
東
北
電
力
で
は
、
7
月
1
日
か
ら
9
月
上
旬

ま
で
の
間
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
11
時

台
の
時
間
帯
に
、
民
放
テ
レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
な

ど
を
通
じ
て
「
需
給
見
通
し
」（
で
ん
き
予
報
）

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　「
需
給
見
通
し
」
で
は
、
当
日
の
需
給
状

況
に
つ
い
て
4
段
階
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
に
ご

注
目
い
た
だ
き
、

電
力
不
足
が
予

想
さ
れ
る
場
合

は
、
更
な
る
節

電
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
東
北
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
電
力

需
給
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
を
も
と
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
は
平
日
に
4
回
（
午
前

7
時
台
、
午
前
11
時
台
、
午
後
2
時
台
、
午
後

10
時
台
）、
気
象
情
報
な
ど
と
併
せ
て
、
電
力

の
使
用
状
況
や
見
通
し
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
で
も
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

（放送イメージ）
本日のでんきの使用状況

《見通し》

不足する可能性あり

比較的余裕

厳しい

※詳しくは当社ホームページをご覧ください。
http://www.tohoku-epco.co.jp

厳しい

大変厳しい
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
保
険
証
の
更
新
と
保
険
料
の
お
知
ら
せ

旧保険証

（オレンジ色）

7月31日まで

有効

　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
は
、7
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
8
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
は
、
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新しい保険証

（若草色）

8月1日から

有効

■
保
険
証
の
問
い
合
わ
せ
／

　
　
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係
�
83
・
4
0
6
0

■
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

　
毎
年
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
お
送
り
す
る
若
草
色
の
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担
割
合
（
1
割
ま
た
は
3

割
）
は
、
8
月
1
日
か
ら
1
年
間
適
用
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
で
す
。

　
　
1
割
負
担
と
な
る
方

　
　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万

　
円
以
上
の
所
得
者
が
い
な
い
方
。

　　
　
3
割
負
担
（
現
役
並
み
所
得
者
）
と
な
る
方

　
　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万

　
円
以
上
の
所
得
者
が
い
る
方
。

　
※
た
だ
し
、
次
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　
●
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
1
人
の
場
合

　
　
　
▽
そ
の
方
の
収
入
の
合
計
金
額
が
3
8
3
万
円
未
満

　
　
　
▽
そ
の
方
の
収
入
と
同
一
世
帯
の
70
～
74
歳
の
方
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が
5
2
0

　
　
　
　
万
円
未
満

　
　
●
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合

　
　
　
▽
加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が
5
2
0
万
円
未
満

保険証を更新します
8月1日から使用する保険証の色は

 若草色 です。



後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

■
平
成
23
年
度
の
保
険
料

　
7
月
1５
日
㈮
に
、
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
額
の
計
算
方
法

　『
均
等
割
額
』
＋
『
所
得
割
額
』
が
年
間
保
険
料
額
と
な
り
ま
す
。

　（
年
間
保
険
料
額
の
上
限
は
５0
万
円
）

　
○
均
等
割
額
／
1
人
あ
た
り
年
間
3
万
5
3
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
○
所
得
割
額
／
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
等
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
所
得
割
額
＝
（
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除
額
33
万
円
を
引

　
　
　
　
　
　
　
い
た
額
）
×
7
・
1５
％

	

●
保
険
料
の
軽
減
制
度
（
申
請
不
要
）	

	
	

	

　
　
所
得
の
低
い
方
へ
の
軽
減	

	
	

	
	

　
　
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
○
均
等
割
額
／
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
9
割
、
8
・
5
割
、
5
割
、
2
割
の
軽
減
が

　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
○
所
得
割
額
／
個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
5
割
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

	
	

　
　
制
度
加
入
前
日
に
お
い
て
、
社
会
保
険
な
ど
で
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
へ
の
軽
減

　
　
制
度
に
加
入
さ
れ
た
時
か
ら
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
市
町
村
国
保
、
国
保
組
合
な

　
ど
の
被
扶
養
者
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）		

	
	

	

　
　
平
成
23
年
度
の
年
間
の
保
険
料
額
は
、
3
5
0
0
円
と
な
り
ま
す
。
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後期高齢者医療制度

■
保
険
料
の
納
付
方
法	

	
	

	
	

　
平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
納
付
方
法
・
納
付
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	
	

	
	

	

●
4
月
の
年
金
か
ら
既
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
（
特
別
徴
収
）

　
4
月
か
ら
来
年
2
月
ま
で
の
偶
数
月
に
、
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
確
定
し
た
年
間

保
険
料
額
か
ら
4
、
6
、
8
月
の
納
付
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
10
、
12
、
2
月
の
年
金
か

ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。		

	
	

	

●
7
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
（
普
通
徴
収
）

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
を
、
平
成
23
年
7
月
か
ら
平
成
24
年
3
月
に
分
け
て
毎
月
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
月
々
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
額
は
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

	
	

	
	

	

　
　
年
金
か
ら
の
納
付
を
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す	

　
　
　
7
月
末
ま
で
に
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
10
月
以
降
の
年
金
か
ら

　
　
の
納
付
が
中
止
さ
れ
、
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】	

	
	

	
	

　
　
　
▽
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

　
　
　
▽
通
帳
の
お
届
け
印

　
　
　
▽
保
険
証

	
	

	
	

	
　
　
※
ご
家
族
の
口
座
か
ら
の
納
付
に
変
更
し
た
場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
は
実
際
に
ご
負
担

　
　
　
し
た
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
に

　
　
　
影
響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係
�
83
・
3
5
0
8
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平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
確
定

し
ま
し
た
の
で
7
月
15
日
㈮
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医

療
費
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て
い
る
方
の
所

得
な
ど
を
も
と
に
世
帯
ご
と
に
保
険
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
世
帯
の
代
表
者
で
あ

る
世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

●
保
険
税
の
納
付
方
法

▽
4
月
以
降
、
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て

　
い
る
方
（
特
別
徴
収
）

　
今
回
確
定
し
た
保
険
税
額
か
ら
、
4
、
6
、

8
月
に
仮
徴
収
し
た
金
額
を
差
し
引
い
た
残
り

の
額
を
10
、
12
、
2
月
の
3
回
の
年
金
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
方（
普
通
徴
収
）

　
今
回
確
定
し
た
保
険
税
額
か
ら
、
4
月
か
ら

6
月
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
を
差
し

引
い
た
残
り
の
額
を
、
7
月
か
ら
来
年
3
月
ま

で
の
9
か
月
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
年
金
か
ら
の
納
付
を
口
座
振
替
に
変
更

　
で
き
ま
す

　
7
月
末
ま
で
に
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
10
月
以
降
の
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
中
止
さ
れ
、
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▽
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
▽
通
帳
の
お
届
け
印

▽
保
険
証

※
社
会
保
険
料
控
除
は
、
実
際
に
負
担
し
た
方

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体

の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
に
影
響
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
平
成
23
年
度
の
税
率

　
平
成
23
年
度
の
税
率
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

税
率
は
前
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
度

額
の
医
療
分
が
５0
万
円
か
ら
５1
万
円
に
、
支
援

金
分
が
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
保
険
分

が
10
万
円
か
ら
12
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
移
行
に
伴
う
軽

　
減
措
置

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
方
が
い
る
世
帯
に
は
、
次
の
よ
う

な
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
そ
の
世
帯
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
軽
減
の
対
象
外
と
な
る
場
合
は
、５
年
間
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
平
等
割
の
軽
減

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
世
帯
に
1
人
だ

け
と
な
る
場
合
は
、
5
年
間
、
平
等
割
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

③
社
会
保
険
な
ど
で
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
の
保

　
険
税
の
減
免

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
方
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
扶
養
さ
れ
て

い
た
方
（
6５
歳
以
上
の
方
）
に
つ
い
て
、
減
免

さ
れ
ま
す
。

●
軽
減
制
度

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　
平
成
22
年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

世
帯
は
、
保
険
税
の
う
ち
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
が
7
割
、
5
割
、
2
割
の
い
ず
れ
か
の
割

合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

②
倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で
離
職
さ
れ

　
た
方
の
軽
減

国民健康保険税

　
倒
産
な
ど
の
理
由
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
の

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は

税
務
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方

で
、
離
職
時
の
年
齢
が
6５
歳
未
満
か
つ
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
方

【
軽
減
額
】

　
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
1
0
0
と
み
な
し

て
算
定
し
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▽
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

●
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
保
険
税
の
納
付
が
滞
っ
た
場
合
、
一
般
証
よ

り
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
保
険
証
」
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
そ
の
他
特
別
な
事
情
も

な
く
滞
納
が
続
い
た
場
合
に
は
、
一
般
証
・
短

期
保
険
証
の
返
還
を
求
め
「
資
格
証
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
資
格
証
で
医
療
機
関
を
利
用
し

た
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
一
旦
医
療
費

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
日

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、保
険
給
付
分
（
7
割
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
相
談
に
つ
い
て

　
災
害
や
失
業
、
廃
業
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ

り
保
険
税
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
税
の
納
付
の
猶
予
や
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
税
務

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
税
の
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係

�
83
・
3
5
0
8

■
加
入
・
脱
退
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福

祉
課
国
保
年
金
係
�
83
・
4
0
6
0

平
成
23
年
度
　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

国民健康保険税税率表（①～③の合計が保険税額です）
区分 医療保険分 後期高齢者

支援金分
介護保険分

0～ 74歳 0～ 74歳 40～ 64歳
①所得割 平成22年中の

総所得金額等
から基礎控除
額（33万 円 ）
を引いた額に
税率をかけて
計算します

8.0％ 1.69％ 2.04％

②均等割 被 保 険 者1人
あたり 28,000円 6,300円 14,000円

③平等割 1世帯あたり 24,000円 5,000円 0円
①～③の合計に対する
賦課限度額 51万円 14万円 12万円
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

発
送
し
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
を
7
月
22
日
㈮
に
発
送
し

ま
す
。
保
険
証
は
被
保
険
者
1
人
に
1
枚
の

カ
ー
ド
様
式
で
、
色
は
空
色
で
す
。

　
保
険
証
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
分
を
世

帯
ご
と
に
ま
と
め
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

届
き
ま
し
た
ら
台
紙
か
ら
は
が
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
70
歳
～
74
歳
の
方
の
保
険
証
に
は
平
成
22

年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ
り
判
定
し
た
医
療

費
一
部
負
担
金
の
割
合（
1
割
ま
た
は
3
割
）

を
表
示
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
滞
っ
た
場

合
、
一
般
証
よ
り
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期

保
険
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
災

害
そ
の
他
特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
が
続
い

た
場
合
に
は
、
一
般
証
・
短
期
保
険
証
の
返

還
を
求
め
「
資
格
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

�
83
・
4
0
6
0

　
年
4
月
1
日
以
降
に
退
職
し
た
方

▽
平
成
22
年
12
月
2
日
以
降
に
6５
歳
に
到
達
し

　
た
方
ま
た
は
転
入
し
た
方
（
6５
歳
に
到
達
し

　
た
月
、
転
入
し
た
月
か
ら
最
低
で
も
半
年
間

　
は
普
通
徴
収
）	

▽
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
保
険

　
料
段
階
が
変
更
と
な
っ
た
方	

	

●
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
介
護
保
険
料
の
納
付
が

滞
っ
た
場
合
、
そ
の
期
間

に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
期
限
内
の
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

　
■
介
護
保
険
料
の
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　
市
民
税
係
�
83
・
3
5
0
8

　
■
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
問
い
合
わ
せ
／

　
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
�
83
・
4
0

　
6
0	

　
平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料
額
が
確
定
し
ま

し
た
の
で
7
月
15
日
㈮
に
納
入
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
方
を
社
会
全

体
で
支
え
る
た
め
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
社
会

保
険
制
度
で
す
。
介
護
保
険
料
の
納
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
付
方
法

　
6５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、

年
金
か
ら
納
め
る
方
法
（
特
別
徴
収
）
と
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法
（
普
通

徴
収
）
の
2
通
り
で
す
。

●
保
険
料
額
の
計
算

　
6５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
中

の
本
人
や
家
族
の
所
得
な
ど
に
基
づ
き
、
左
の

表
の
と
お
り
8
段
階
別
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
方
法
が
普
通
徴
収
と
な
る
方

　
介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
で
す

が
、
次
に
該
当
す
る
方
は
普
通
徴
収
で
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
老
齢
福
祉
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方

▽
年
金
支
給
額
が
年
間
18
万
円
（
月
額
1
万
5

　
0
0
0
円
）
未
満
の
方

▽
現
況
届
の
遅
れ
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
一
時

　
的
に
年
金
支
給
が
遅
れ
た
方

▽
年
金
担
保
貸
付
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た
方

▽
退
職
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
大
正
1５
年

　
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
昭
和
61

介護保険料

平
成
23
年
度
　
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

平成23年度　所得段階別保険料額表

所得段階 対象者
平成23年度
保険料額
（年額）

第1段階 生活保護受給者、市民税世帯
非課税で老齢福祉年金受給者 26,400円

第2段階
市民税世帯非課税の方（合計
所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下）

26,400円

第3段階 市民税世帯非課税の方（第2
段階に該当しない方） 39,600円

第4段階

世帯に市民税が課税されてい
る方がいるが、本人が市民税
非課税の方（本人の合計所得
金額＋課税年金収入額が80万
円以下）

48,000円

第5段階
世帯に市民税が課税されてい
る方がいるが、本人が市民税
非課税の方（第4段階に該当
しない方）

52,800円

第6段階 本人が市民税課税の方（合計
所得金額200万円未満） 66,000円

第7段階
本人が市民税課税の方（合計
所得金額200万円以上300万
円未満）

79,200円

第8段階 本人が市民税課税の方（合計
所得金額300万円以上） 89,760円

税
や
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す	

　
税
や
保
険
料
の
納
付
は
手
数
料
が
不
要
で
、
納
付
に
行
く
手
間
や
納
付
忘
れ
の
心
配
の
な
い

口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
・
確
実
で
す
。
税
務
課
窓
口
、
市
内
の
金
融
機
関
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。	

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
管
理
収
納
係
�
83
・
3
5
0
8		



こんな症状がでたら…

　熱中症の症状が出たときは次のように対処しましょう。
■重症度1
　めまい、立ちくらみ、大量の汗、だるさ、筋肉痛、ふるえ、
　こむらがえり
　→涼しい所へ移動し、衣服をゆるめる。水分を補給する。
■重症度2
　頭痛、吐き気、嘔吐、だるさ
　→涼しい所へ移動して休む。水分を補給し、頭などに水をか
　けたりぬれタオルをあててあおぐ。すぐに病院へ。
■重症度3
　呼びかけても返事がおかしい、立てない、足がふらつく
　→水や氷で太い血管のある脇の下、首、足の付け根、股の間
　を冷やす。すぐに病院へ。

※水を飲めないなど、自力
　で水分がとれなければす
　ぐに病院へ。
※意識がない場合はすぐに
　救急車を呼びましょう。

こまめに水分補給

　のどが渇く前にこまめに水
分補給しましょう。たくさん
汗をかくときは塩分の補給も
忘れずに。（1日1.5㍑をめや
すに水分補給）

熱中症を防ぐために

︱　8

高温注意情報を確認しましょう

　最高気温が概ね35℃以上の猛暑
日が予想される場合には、「高温注
意情報」が気象庁から発表されます。
　高温注意情報が発表された場合は
熱中症に十分ご注意ください。

■問い合わせ／企画政策課企画経営
　係�83-3507

熱中症を
防ぐために

　　　　　  　
熱中症の発生は7～8月がピークになります。

　　　　　　  熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう。

　　　　　  ■問い合わせ／
                       　健康センター予防係�83-3640

熱中症とは

　熱中症は、高温多湿の環境下において
体の水分と塩分が失われ、体温調整がう
まく働かなくなることによって起きます。
また、炎天下での運動や作業中だけでな
く、室内の日常生活において起きること
もあります。
　熱中症の予防は「水分補給」と「暑さ
を避ける」ことが大切です。決して無理
な節電はせず、適度に扇風機やエアコン
を使用しましょう。

室内環境を整えましょう

　部屋に温度計や湿度計を設
置し、扇風機やエアコンを
使って上手に温度調整しま
しょう。また、遮光カーテン
や緑のカーテン、すだれなど
を利用するのも効果的です。

暑さを避ける

　外出するときは日陰を歩い
たり、日傘や帽子を着用しま
しょう。

高齢者や乳幼児は特に注意

　高齢者は汗の減少による体温調節機能
の低下や、のどの渇きを強く感じないた
め、また、乳幼児は体温調節機能が十分
に発達していないため、のどの渇きを感
じることなく熱中症にかかりやすくなり
ます。
　また、アスファル
トの照り返しなど、
地面に近い低身長の
幼児はさらに高温の
環境となるので注意
が必要です。

熱中症を予防するためには…

服を工夫する

通気性の良い、吸湿、速乾の
衣類などを選んで体温調節を
しましょう。



タ
ニ
テ
ィ
優
先
駐
車
場
や
優
先
レ
ジ
の
設
置
、

妊
産
婦
や
子
ど
も
の
近
く
で
の
喫
煙
の
自
粛
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
産
婦
さ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方
を
対
象
に
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
た
思
い
や
り
の
優
先
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
が
目
印

　
優
先
対
象
者
の
表
示
と
し
て
、
母
子
健
康
手

帳
を
お
渡
し
す
る
と
き
に
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
」
と
「
車
用
ス
テ
ッ
カ
ー
」、「
エ
コ

バ
ッ
グ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
お
持
ち
の
方
を

見
か
け
た
ら
、
席
や
順
番
を
譲
る
な
ど
、
さ
り

げ
な
い
や
さ
し

さ
の
気
持
ち
を

持
っ
て
見
守
っ

て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
協
力
事

業
所
で
も
、
マ

ベビーファースト運動

～
妊
産
婦
さ
ん
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
の
ご
紹
介

今
こ
そ
思
い
や
り
を

　
小
千
谷
市
に
お
け
る
出
生
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
平
成
22
年
度
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
数
は
3
0
4
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
1
世
帯
の
家
族
の
人
数
は
平
均
で
約

3
・
1
人
と
少
な
く
な
り
、
核
家
族
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
勤
務
時
間
の
多
様
化
な
ど

に
よ
り
親
だ
け
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
思
い
や
り
を

大
切
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
ベ
ビ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
で
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
活
用

し
、
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
優
先
駐
車
場
や
優
先
レ
ジ

の
設
置
②
地
域
や
家
庭
で
の
や
さ
し
い
声
か
け

や
見
守
り
③
受
動
喫
煙
の
防
止
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
思
い
や
り
が
大
き
な
安
心
感
に

　
周
り
か
ら
の
あ
た
た
か
い
声
か
け
や
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
と
、
安
心
感
が
増
え
気
持
ち
に
余
裕

が
で
き
、
子
育
て
も
前
向
き
に
取
り
組
め
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
や
転
入
な
ど
に

よ
る
環
境
の
変
化
の
た
め
、
不
安
な
気
持
ち
で

子
育
て
を
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
周
り
か
ら

う
ぶ
ご
え
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
妊
産
婦
や
そ
の
夫
を
対
象
に
し

て
、「
う
ぶ
ご
え
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

助
産
師
や
栄
養
士
に
よ
る
講
話
や
調
理
実
習
、

楽
し
い
会
食
を
通
し
て
気
軽
に
相
談
し
た
り
、

仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
い
機
会
で
す
。

　
夫
の
参
加
は
妊
産
婦
に
と
っ
て
大
変
嬉
し

く
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
ご
夫
婦
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
8
月
29
日
㈪
午
前
9
時
～
9
時
10

分
受
付

■
対
象
／
妊
婦
、
1
歳
未
満
の
こ
ど
も
の
母

親
や
父
親
な
ど
（
妊
婦
体
験
が
で
き
る
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
）

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
布
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食
、
お
ん
ぶ
ひ
も

■
申
込
締
切
／
8
月
24
日
㈬
　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保

健
係
�
83
・
3
6
4
0

協
力
事
業
所
も
募
集
中

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
優
先

駐
車
場
の
設
置
や
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ

る
運
動
周
知
活
動
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ

け
る
事
業
所
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
優
先

駐
車
場
設
置
は
補
助

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
際
に
活
用
し
て
い
る
妊
婦
さ
ん
の
声

・
お
な
か
が
大
き
い
と
ド
ア
を
大
き
く
開
け
な

　
い
と
乗
り
降
り
で
き
な
い
の
で
、
優
先
駐
車

　
場
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

・
お
店
の
方
が
荷
物
を
車
ま
で
運
ん
で
く
れ
て

　
助
か
り
ま
し
た
。

・
お
な
か
が
目
立
た
な
い
時
期
は
気
付
か
れ
に

　
く
い
の
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な

　
ど
が
も
っ
と
浸
透
す
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

▲車用ステッカー（左）
　キーホルダー（右）

の
声
か
け
や
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
安
心
感

に
つ
な
が
り
ま
す
。
思
い
や
り
の
行
動
で
地
域

の
子
育
て
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

9　︱　市報おぢや 7 月号

■
問
い
合
わ
せ
／

　
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

　
　
　
　
　
�
83
・
3
6
4
0

～
妊
産
婦
さ
ん
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
の
ご
紹
介

▲うぶごえ教室調理実習の様子
　～妊婦体験ジャケットを着用
　しています～
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震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
愛
称
が
決
定

　「
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
愛
称
は

3
月
25
日
か
ら
4
月
28
日
ま
で
の
期
間
に
全
国

公
募
を
行
い
、
応
募
総
数
1
1
2
3
件
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
応
募
し
た
「
そ
な
え
館
」
が
採
用
さ
れ
た
の

は
東
京
都
の
後
藤
剛
さ
ん
で
、「
災
害
に
そ・

な・

え・

る・

こ
と
を
意
識
づ
け
る
」
と
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

　

中
越
大
震
災
の
記
憶
・
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
、
そ
な
え
館
で
は
10
月
の
オ
ー
プ
ン
へ

向
け
て
展
示
す
る
写
真
資
料
の
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
探
し
て
い
る
写
真
／

・
車
中
で
避
難
し
て
い
る
様
子

・
仮
設
住
宅
で
の
生
活
の
様
子

■
提
供
方
法
／
フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
で
、
日
時
、
撮
影
場
所
が
わ
か
る
も
の
。

な
お
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
困
っ
た
こ
と
、

工
夫
し
た
こ
と
な
ど
）
を
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。（
写
真
の
み
で
も
可
）

■
提
供
先
・
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
や
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
準
備
室
（
楽
集
館
内
）
�
89
・

7
4
8
0

お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

そ
な
え
館

■
問
い
合
わ
せ
／

　
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
準
備
室
（
楽
集
館
内
）
�
89
・
7
4
8
0

お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
中
越
大
震
災
の
教
訓
・
体
験
を
基
に
し
た
体

験
型
防
災
学
習
施
設
で
す
。
発
災
か
ら
3
時
間

後
、
3
日
後
、
3
か
月
後
、
3
年
後
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
示
が
あ
り
、
日
本
初
と
な
る
地
震
の

疑
似
体
験
装
置
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
突
然
襲
っ
て
く
る
大

地
震
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
防
災
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
こ
の
施
設
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

（おぢや震災ミュージアム「そなえ館」のイメージ図）

中越メモリアル回廊

　中越大震災の記憶と教訓を後世に伝え、感謝の
気持ちを発信する「メモリアル拠点整備事業」で
は、4つの施設と3つのパークの整備を進め、そ
れらを「中越メモリアル回廊」としています。　
小千谷地区では「おぢや震災ミュージアム」が整
備され、今年の10月23日にオープン予定です。

8

17

17

351404

291

117

長岡JCT

長岡IC

小千谷IC

堀之内IC越後川口IC

長岡南越路スマートIC

中越メモリアル回廊
全体図

妙見メモリアルパーク
震災被害者追悼の場

おぢや震災ミュージアム
中越大震災を体験する

震央メモリアルパーク
感謝の想い発信の場 

長岡震災アーカイブセンター
中越大震災と災害を知る

やまこし復興交流館（仮称）
山の暮らしを再生する

木籠メモリアルパーク
防災の大切さ　実感の場

川口きずな館
人と人との絆を伝える

�sonae@cosss.jp
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夏の交通事故防止運動が実施されます

■期間／7月22日㈮～7月31日㈰
■スローガン／
　「暑い夏　ゆとりとマナーで　防ぐ事故」
■運動の重点
　○飲酒・無謀運転の根絶
　○居眠り・疲労運転の追放
　○シートベルトとチャイルドシートの
　　着用の徹底
■問い合わせ／市民生活課生活安全係�83-3509

防災情報

川
で
遊
ぶ
と
き
は 

急
な
増
水 

に
注
意
！
　
　
■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
危
機
管
理
室 

�
83
・
3
5
0
6

　

急
な
増
水
に
備
え
る
た
め
、
川
で
遊
ぶ
と
き
に
は
河
川
水
位
や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の
情
報
を
携
帯
電
話
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
危
険
な
場
所
の
確
認
や
、
雨
が
降
り
始
め
た
と
き
な
ど
は
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜携帯電話アドレス＞
●河川情報
　�http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/kasen_m/

●砂防情報
　�http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/sabou_m/

新潟県土木部河川管理課
　　　　　　砂　防　課
〒950-8570新潟市中央区新光町4-1
河川管理課�025-280-5414（直通）
砂　防　課�025-280-5424（直通）

　
　
　 
～
急
な
増
水
に
備
え
て
～

川
を
よ
く
知
ろ
う
！

　
川
で
遊
ぶ
と
き
は
、
必
ず
左
図
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に
！

信濃川の増水に注意！

警報が流れたらすぐ避難！
　ＪＲ東日本信濃川発電所では、河川での水
難事故防止のため、警報装置としてサイレン・
スピーカーを設置しています。
　宮中取水ダムからの放流量を増やすときは、
警報を流しますので、直ちに川から離れ、安
全な場所へ避難してください。
■問い合わせ／ＪＲ東日本
   信濃川発電所�82-2702



　
羽
鳥
二
三
子
さ
ん
は
、
永

年
に
わ
た
り
国
勢
調
査
な
ど

の
各
種
統
計
調
査
業
務
に
従

事
さ
れ
、
円
滑
な
統
計
行
政

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
西
巻
正
平
さ
ん
は
、
昭
和

39
年
4
月
に
市
消
防
士
と
な

り
、
平
成
16
年
3
月
に
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、
消

防
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

春の叙勲

瑞
宝
双
光
章
　
内
藤
　
功
さ
ん
（
東
栄
3
）

捜
査
官
を
最
後
に
定
年
退
官

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
厳

正
公
平
を
旨
と
し
多
く
の
事

件
の
捜
査
を
手
が
け
ら
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
官
後
は
、
地
元
小
千
谷

で
裁
判
所
の
調
停
員
や
保
護

司
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
福

祉
の
増
進
に
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
内
藤
功
さ
ん
は
、
昭
和
28

年
に
新
潟
地
方
検
察
庁
に
採

用
さ
れ
旧
川
岸
町
の
小
千
谷

区
地
方
検
察
庁
に
勤
務
さ
れ
、

以
来
、
県
内
の
各
区
検
察
庁

で
事
件
を
担
当
、
平
成
7
年

に
新
潟
県
地
方
検
察
庁
首
席

旭
日
単
光
章
　
川
上
　
東
陽
さ
ん
（
鴻
巣
）

年
10
月
に
小
千
谷
土
地
改
良

区
理
事
に
就
任
し
、
平
成
4

年
10
月
に
同
副
理
事
長
、
平

成
12
年
10
月
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
同
理
事
長
と
し
て
在

職
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
上
さ

ん
は
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、

「
想
定
外
の
受
章
で
驚
い
て

い
る
が
、
私
個
人
で
は
な
く
、

小
千
谷
土
地
改
良
区
と
そ
の

関
連
団
体
を
代
表
し
て
受
章

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
川
上
東
陽
さ
ん
は
、
永
年

に
わ
た
り
小
千
谷
土
地
改
良

区
理
事
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
農
業
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
川
上
さ
ん
は
昭
和
５５

瑞
宝
単
光
章
　
西
巻
　
正
平
さ
ん
（
千
谷
川
2
）

瑞
宝
単
光
章
　
羽
鳥
二
三
子
さ
ん
（
千
谷
川
2
）

　
こ
の
間
、
国
内
初
と
な
る

四
輪
駆
動
の
救
急
車
の
導
入

や
消
防
車
の
改
良
を
提
案
す

る
な
ど
、
市
民
の
安
全
の
た

め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
巻
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
「
通
信
指
令
担
当
の
こ

ろ
、
災
害
時
に
同
僚
が
み
ん

な
現
場
へ
出
動
す
る
な
か
、

自
分
は
消
防
署
で
多
く
の
通

報
を
受
け
た
。
現
場
に
出
れ

な
い
こ
と
が
辛
か
っ
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
羽
鳥
さ
ん
は
昭
和
49
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
36
年

間
に
、
工
業
統
計
調
査
34
回
、

国
政
調
査
6
回
な
ど
、
合
計

1
3
1
回
の
各
種
調
査
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
青
少

年
補
導
委
員
、
民
生
委
員
児

童
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
地

域
社
会
の
発
展
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
に
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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0 10 20 30 40 50%

特にない

その他

再雇用制度の充実

相談窓口の設置

保育施設や介護施設・サービスを拡大

フレックスタイム制や在宅勤務を導入

育児休業がとりやすい環境の整備

労働条件での男女格差をなくす

時間外労働を減らす

労働時間の短縮や休日の増加を推進

31.8

24.2

7.6

12.1

30.3

10.6

24.2

13.6

39.4

19.7

　
米
山
厚
さ
ん
は
、
昭
和
５8

年
4
月
か
ら
平
成
19
年
4
月

ま
で
、
6
期
24
年
の
永
き
に

わ
た
り
小
千
谷
市
議
会
議
員

と
し
て
在
職
さ
れ
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

旭
日
小
綬
章
　
米
山
　
厚
さ
ん
（
池
ヶ
原
）

功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
副
議
長
、
同
産
業
経

済
委
員
会
委
員
長
、
信
濃
川

発
電
第
5
期
対
策
特
別
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
活
動

の
ほ
か
、
お
ぢ
や
利
雪
研
究

会
会
長
や
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

お
ぢ
や
理
事
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
叙
勲

受
章
　
　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
受
章
者
の
う
ち
、
掲
載
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
）



●
適
度
な
運
動
と
「
腹
八
分
」
を
心
が
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。（
金
倉
山
ト
リ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
に
て
）

　
先
日
、
テ
レ
ビ
で
「
あ
な
た
の
寿
命
は

延
ば
せ
る
」
と
言
う
番
組
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
恐
ら
く
、
ご
覧
に
な
っ
た
市
民
の

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
内
容
は
、
私
に
と
っ
て
実
に
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。
老
い
る
こ
と
な
く
健
康
で

長
寿
と
な
る
方
法
と
言
え
ば
、
運
動
を
心

が
け
、
体
に
良
い
食
べ
物
を
食
べ
る
な
ど

の
ほ
か
、
人
に
よ
っ
て
は
、
特
別
な
薬
を

飲
む
な
ど
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
番
組
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、

誰
で
も
お
金
を
使
わ
ず
に
、
今
す
ぐ
に
で

も
出
来
る
方
法
で
し
た
。

　
そ
の
方
法
と
は
、「
腹
八
分
の
状
態
」

を
保
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
猿
を
使
っ
た

動
物
実
験
で
、
普
通
の
量
の
餌
を
や
っ
た

猿
よ
り
も
、
30
％
少
な
い
餌
で
飼
っ
た
猿

の
方
が
、
一
目
で
は
っ
き
り
と
分
か
る

若
々
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
、
映
像
で

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
腹
八
分
状
態

が
老
化
を
防
ぎ
長
寿
に
つ
な
が
る
の
か
理

屈
も
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
人
類
誰
で
も
が
願
う
長
寿
が
、「
食
べ

る
の
を
控
え
め
に
す
る
」
と
言
う
い
と
も

簡
単
な
方
法
で
実
現
で
き
る
と
知
っ
て
、

ま
さ
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
思
い
で

し
た
。
外
国
で
は
、
こ
の
原
理
に
従
っ
て
、

食
事
を
控
え
め
に
す
る
生
活
を
実
行
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
も
報
じ
て
い

ま
し
た
。

　
現
代
は
飽
食
の
時
代
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
一
方
で
は
こ
れ
が
人
類
に

さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
先
人
た
ち
が
い

み
じ
く
も
言
い
習
わ
し
て
き
た
「
腹
八

分
に
医
者
い
ら
ず
」
と
は
ま
さ
に
こ
の

事
だ
っ
た
の
か
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
今
か
ら
す
ぐ
に
で
も
出
来
る
老
化
防

止
法
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
始
め
て

見
ま
せ
ん
か
。

（
谷
井
　
靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

�

作ってみてね！この料理

鶏肉の米粉揚げ
＜材料＞（4人分）
鶏もも肉   300㌘
米粉   大さじ2
サラダ油   大さじ2
玉ねぎ  50㌘
人参   40㌘
きゅうり  50㌘
レタス  40㌘
セロリ  40㌘
　　しょうゆ  大さじ1
　　酒  大さじ1
　　おろしにんにく  小さじ⅓
　　おろししょうが  小さじ½
　　塩  少々
　　黒酢  大さじ1
　　だし  50㏄
　　米酢  50㏄
　　しょうゆ  大さじ2
　　レモン汁  大さじ1
　　サラダ油  大さじ2 ☞今月のワンポイント

　鶏肉は揚げていないのでヘルシーです。季節の野
菜を加えてお召し上がりください。

＜作り方＞
❶　鶏もも肉は一口大に切り、材料Aにしばらく漬ける。
❷　玉ねぎは薄く切り、その他の野菜は短冊切りにする。
❸　材料Bを混ぜて、和風ドレッシングを作る。
❹　鶏肉の水気をふき、米粉をつける。
❺　フライパンを熱して油を入れ、❹をこんがり焼く。
❻　器に❺の鶏肉を盛り付け、野菜をのせ、和風ドレッ
　シングをかける。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー 314㌔㌍▷たんぱく質14.6㌘
▷脂質22.7㌘▷塩分2.1㌘
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力
走
！
高
場
山
マ
ラ
ソ
ン

　

6
月
26
日
㈰
、
川
井
地
区
で
高
場

山
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、

地
域
密
着
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て

人
気
が
高
く
、
今
年
も
市
内
外
か
ら

5
3
5
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が

送
ら
れ
る
な
か
、
出
場
者
の
み
な
さ

ん
は
悪
天
候
を
も
の
と
も
せ
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
雨
の
川
井
地
区

を
力
走
し
ま
し
た
。

消
防
表
彰

　

山
火
事
を
発
見
・
消
火
し
た
と
し
て

市
消
防
表
彰
規
則
に
よ
り
特
別
表
彰

し
、
6
月
17
日
㈮
、
市
長
か
ら
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

7
人
は
、
5
月
5
日
㈷
午
後
1
時
ご

ろ
、
長
岡
市
川
口
地
内
で
発
生
し
た
山

火
事
を
発
見
し
、
ス
コ
ッ
プ
や
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
養
鯉
用
の
水
槽
の

水
な
ど
で
消
火
活
動
に
あ
た
り
、
約

8
0
0
㎡
を
延
焼
し
た
山
火
事
を
消
し

止
め
ま
し
た
。
7
人
を
代
表
し
て
関
久

子
さ
ん
は
「
協
力
し
て
消
火
し
、
大
事

に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
。
今
後
も
力
を
合

わ
せ
て
地
域
を
守
り
た
い
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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不
用
品
贈
答
即
売
会

　

6
月
19
日
㈰
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
不
用
贈
答

品
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
即
売
会
は
使
わ
れ
ず
に
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
贈
答
品
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

小
千
谷
市
消
費
者
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
開
場
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が

集
ま
り
、
出
品
さ
れ
た
5
3
8
点
も
の
商
品

の
中
か
ら
掘
り
出
し
物
を
探
し
求
め
て
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て

て
し
ま
う
前
に
、
再
利
用
で
き
な
い
か
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人
形
た
ち
に
釘
付
け
！　
　

　
　

な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト

　

6
月
11
日
㈯
、
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ

や
で
市
立
保
育
園
主
催
に
よ
る
「
な

か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
お
お
ぜ
い
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
「
人
形
劇
団 

ち
ょ
う
ち
ん

座
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
人
形
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
形
た
ち
の
楽
器
に
合
わ
せ
た
お

も
し
ろ
い
動
き
や
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
歌
う
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

広告募集中
市報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。「市報おぢや」の広告掲載料はこの大き
さ（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回15,000円で
す。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係�83-3507

●
表
彰
さ
れ
た
方
／
友
野
勤
さ
ん

（
後
列
右
）、関
要
作
さ
ん（
後
列
中
）、

関
賢
一
さ
ん
（
後
列
左
）、
関
久
子

さ
ん（
前
列
右
）、星
野
オ
キ
さ
ん（
前

列
中
）、関
シ
ゲ
子
さ
ん
（
前
列
左
）、

星
野
清
さ
ん
（
表
彰
式
欠
席
）
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真
人
町
で
ち
ま
き
作
り
体
験

　

6
月
25
日
㈯
、
真
人
町
で
ち
ま
き
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
予
定
し
て
い
た
ホ
タ
ル
鑑
賞
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
内
外
か
ら
関
係
者
も
含
め
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
地
元
の
み
な
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、
ち
ま
き
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
ち
ま
き
は
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
、
み
な
さ
ん
一
生
懸
命
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
元
の
方
が
用
意
し
た
ち
ま
き
や
笹
団
子
を
食
べ
、
ホ
タ
ル
の
一
生

の
説
明
や
D
V
D
上
映

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
雨

は
残
念
だ
け
ど
ホ
タ
ル

の
群
生
す
る
場
所
を
聞

い
た
の
で
、
晴
れ
た
日

に
来
て
み
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

金
倉
山
ト
リ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

6
月
12
日
㈰
、
東
山
地
区
で
金
倉
山
ト
リ

ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
市
内
外
か
ら
78
人
が
参
加
し
、

小
栗
山
の
闘
牛
場
み
ま
も
り
岩
駐
車
場
か
ら

金
倉
山
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂
付
近

の
展
望
駐
車

場
で
は
用
意

さ
れ
た
特
製

と
ん
汁
な
ど

を
食
べ
て
休

憩
し
、
初
夏

の
金
倉
山
と

信
濃
川
を
見

下
ろ
す
絶
景

を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

東
小
千
谷
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

6
月
5
日
㈰
、
東
小
千
谷
健
康
ウ
ォ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の
1
7
7
人

の
方
が
参
加
し
、
信

濃
川
右
岸
堤
防
や
日

吉
遊
歩
道
、
山
本
山

を
周
る
コ
ー
ス
を
、

新
緑
の
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
昼
食
会
場
の
市

民
の
家
で
は
豚
汁
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
参
加
者
に
大
人

気
で
し
た
。

みんなでのろしをあげねぇかい

　6月5日㈰、岩沢で「みんなでのろしをあげねぇ
かい」が開催されました。
　このイベントは岩沢の町おこし団体「函山城狼
煙乃会」が毎年行っている恒例の珍行事で、仮装
した狼煙乃会メンバーなどが大名行列や出陣式な
どを行いました。大名行列の「下にー、下に。た
まには上にー」の掛け声と、出陣式の殿様と市長
の世情を風刺した時代劇風の口上で、会場は大き
な笑い声に包まれました。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場
所

　

6
月
4
日
㈯
、
総
合
体
育
館
で
第

25
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場
所

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
外
の
小
学
校
か
ら

2
0
0
人
を
超
え
る
児
童
が
参
加

し
、
男
子
は
各
学
年
、
女
子
は
低
・

中
・
高
学
年
に
分
け
て
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
に
よ
り
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
ち
び
っ
子
力
士
の
大
人

顔
負
け
の
取
り
組
み
に
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
、
熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
玄
関
前
で
ち
ゃ
ん

こ
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
腹
を
空
か

せ
た
児
童
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。

ツール・ド・岩沢

　6月5日㈰、小千谷で初めてとなるサイクルイ
ベント「ツール・ド・岩沢」が開催されました。
　このイベントは、自転車で地域の活性化を図ろ
うと岩沢サイクルクラブ「チーム岩

い わ そ う

爽」が企画し
たもので、市内外から集まったカラフルな自転車
が南部地区を駆け抜けました。
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■生ごみ処理機(コンポスト)の上手な使い方とコツ

　生ごみを堆肥として再利用する場合のコツをお知らせします。

内訳 平成22年 平成23年
増減

数量 前年比

燃やすごみ 1,313t    927t －386t   70.6％

埋立ごみ    140t      76t －  64t   54.3％

資源ごみ    189t    182t －    7t   96.3％

計 1,642t 1,185t －457t   72.2％

ごみの減量にご協力ください
　ごみ処理の有料化から3か月が経過し、ごみの量は昨年と比べて減少しています。
　引き続きご協力をお願いします。

■家庭ごみの排出状況（4～5月分）

　家庭から出るごみは、前年同期と比較すると約3割減少
しています。

内訳 平成22年 平成23年
増減

数量 前年比

燃やすごみ   893t    927t ＋  34t 103.8％

埋立ごみ      84t      60t －  24t   71.4％

資源ごみ      37t      30t －    7t   81.1％

計 1,014t 1,017t ＋    3t 100.3％

■事業所ごみの排出状況（4～5月分）

　事業所から出るごみは、前年同期と比較するとほぼ横ば
いとなっています。

ごみの種類 処理重量 売上金額

スチール缶     90t

23,865千円

アルミ缶     85t

鉄プレス     52t

その他の鉄   361t

ペットボトル   131t

  9,901千円
プラスチック
製容器包装

  839t

計 1,558t 33,766千円

■資源ごみの売り上げ状況

　平成22年度に市で処理した不燃ごみの
うち、資源化した結果の有価物売り上げ状
況をお知らせします。

■問い合わせ／
　市民生活課衛生施設係
　�83-3509

4土でサンドイッチ
　生ごみを10㎝位入れたら乾燥
した土をその上に1㎝位入れま
しょう。土は、ウジやハエの発生
を防ぎます。（乾いた土ではハエ
の卵はかえりません）

5切り返しで空気を補給
　スコップなどで1週間に2～3回
くらい切り返しをしましょう。微
生物の住む層をよく混ぜることで
微生物の活動が活発になり、生ご
みの分解が早くなります。

6堆肥のできあがり
　容器が満杯になったらごみの投
入をやめ、ふたを閉めてそのまま
にしておきます。強いにおいがな
くなったら完成です。（夏場で2
～3か月、冬場で4～6か月）

トラブル解決Q＆A

Q ウジがわくので殺虫剤を使 
いたいのですが･･･
A まず、ハエがこないように
容器のふたをきちんと閉めま
しょう。殺虫剤は使いすぎると
堆肥の中にその成分が蓄積しま
すのであまり好ましくありませ
ん。殺虫剤の代わりに殺虫効果
とともに肥料として効果のある
消石灰を使いましょう。

Q 容器内の水分が多く悪臭が
するのですが･･･
A 乾燥した雑草や落
ち葉を入 れましょ
う。また容器底面の
水はけを再度チェッ
クしてください。

1場所を決める
　南側で日当たり、排水、風通し
の良い場所を選びましょう。

2容器を設置
　容器の直径の大きさで深さ30
㎝位の穴を掘り、容器を設置しま
す。容器のまわりの土を少し盛っ
て雨などが入らないようにします。

3原料投入
　生ごみや茶がら、残飯などを
よく水切りして入れます。（強く
握ったたときにわずかに水が出る
程度）雑草や落ち葉なども生ごみ
の水分調整になる
ので一緒に入れて
も大丈夫です。（5
～10㎝程度に細
かくします）
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　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日においでください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成23年
3月生まれ

8月11日㈭ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時実施

10か月児
健康診査

平成22年
9月生まれ

8月10日㈬ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時実施

1歳6か月児
健康診査

平成22年
1月生まれ

8月18日㈭ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

2歳児
歯科検診

平成21年
7月生まれ

8月23日㈫   9：00 ～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導がありま
す。歯をみがいて来てください。

3歳児
健康診査

平成20年
7月生まれ

8月24日㈬ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

�8月
乳幼児の健康診査日程

健診・お知らせ

予防接種のお知らせ

■麻しんおよび風しん予防接種第4期に
　ついて
　今年度の麻しんおよび風しん予防接種第
4期の対象者は高校3年生に相当する年齢

（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ）
の方ですが、高校2年生に相当する年齢（平
成6年4月2日～平成7年4月1日生まれ）の
方で修学旅行や学校行事として研修旅行で
海外に行く場合は、麻しんおよび風しん予
防接種第4期を今年度接種できるようにな
りました。ただし修学旅行で海外に行くな
どの特段の事情がない場合は、平成24年
度で接種します。

■日本脳炎予防接種について
　平成17年度から平成21年度にかけて接
種通知の差し控えにより、接種を受ける機
会を逸した方は特例措置により接種年齢が
拡大されました。
　平成7年6月1日から平成19年4月1日ま
での間に生まれの方は接種できる期間が4
歳以上20歳未満となりました。第1期（3
回接種）、第2期（1回接種:9歳以上）の計
4回の不足分を接種できます。
　今年度の接種通知は小学3・4年生（平
成13年4月2日～平成15年4月1日生まれ）
に送りますが、接種通知の対象にならない
方で接種を希望する場合は接種できます。

■問い合わせ／健康センター
　予防係�83-3640

お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出
な
い
、

不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。
会
場
ま

で
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
訪
問
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
7
月
21
日
㈭
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
7
月
20
日
㈬
正
午

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
�
83
・
4
0
6
0

新
潟
県
警
察
官
採
用
試
験

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日
・
試
験
会
場
／

▽
警
察
官
Ａ
：
９
月
18
日
㈰
新
潟
市
内

▽
警
察
官
Ｂ
：
９
月
18
日
㈰
長
岡
市
内
ほ
か

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
受
験
資
格
／

▽
警
察
官
Ａ
：
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
４
年
生
大
学
を
卒
業

　
し
た
方
、
ま
た
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

▽
警
察
官
Ｂ
：
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
方
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、

　
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
。

■
受
付
期
限
／
８
月
18
日
㈭
午
後
５
時
15
分

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
／
▽
小
千
谷
警
察
署
警
務
課
�
83
・
０
１
１
０
▽
最
寄
り

の
交
番
・
駐
在
所
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「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
1
1
」

　
　
　
　
　
　
歴
史
鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー

　
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
は
年
間

8
0
0
0
件
に
も
な
り
、
毎
年
新
た
な
発
見
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
展
示
し
た
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列

島
2
0
1
1
」
が
新
潟
に
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、

バ
ス
に
乗
っ
て
鑑
賞
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

　
夏
休
み
期
間
中
で
す
の
で
、
親
子
で
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
8
月
23
日
㈫
午
後
1
時
市
民
会
館
出

発
、
午
後
5
時
市
民
会
館
到
着
予
定

■
会
場
／
新
潟
市
歴
史
博
物
館
（
新
潟
市
）

■
参
加
費
／
大
人
9
0
0
円
、
小
中
学
生

3
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
員
／
3５
人
（
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
、
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
申
込
締
切
／
8
月
5
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
生
涯
学
習
係
（
総
合
体
育
館
内
）
�
83
・

0
0
7
7

お
ぢ
や
こ
い
こ
い
1
0
0
円
笑
店
街

　
東
大
通
商
店
街
か
ら
平
成
商
店
街
、
サ
ン
プ

ラ
通
り
ま
で
を
一
つ
の
商
店
と
み
な
し
、
の
ぼ

り
旗
が
目
印
の
参
加
各
商
店
で
工
夫
を
こ
ら
し

た
1
0
0
円
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し

ま
す
。

　
店
主
の
笑
顔
と
と
も
に
み
な
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
7
月
30
日
㈯
午
前
10

時
～
※
商
品
が
無
く
な
り
次
第

終
了

■
会
場
／
東
大
通
商
店
街
、
中

央
通
商
店
街
、
本
町
商
店
街
、

平
成
商
店
街
、
サ
ン
プ
ラ
通
り

■
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
や
こ
い

こ
い
1
0
0
円
笑
店
街
実
行
委
員
会
（
商
工
会

議
所
内
）
�
81
・
1
3
0
0

おぢやまつり花火大会
有料観覧席受け付け始めました

　おぢやまつり花火大会の観覧場所で
次の安全対策や環境整備の費用を確保
するため、一般観覧席を確保しつつ、
一部有料観覧席を設けました。

▽安全対策／雑踏対策警備員の充実、
　重点危険区域立入規制バリケードの
　二重設置、案内看板表示・照明設備
　の充実

▽環境整備／臨時トイレの増設、施設
　入居者などの観覧場所の設営・招待

■有料観覧席の場所

　旭橋下流信濃川左岸

■有料観覧席の種類

▼マス席／
　1マス15,000円（堤防上コンパネ
　席：1.8m×1.8m、定員6人）

▼有料芝生席（堤防上芝生）／
　1人1,000円（小学生以上）

▼有料階段席（堤防階段）／
　1人1,000円（小学生以上）

夏
休
み
夜
の
お
は
な
し
会

　
夜
の
図
書
館
で
こ
わ

～
い
お
話
を
聞
い
て
ひ

ん
や
り
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
7
月
29
日
㈮

午
後
6
時
4５
分
～
8
時

■
集
合
場
所
／
市
民
会
館
2
階
和
室

■
内
容
／
こ
わ
い
お
は
な
し
、
夜
の
図
書
館
探

検
（
き
も
だ
め
し
）

■
対
象
／
小
学
生
・
先
着
20
名
（
必
ず
送
迎
ま

た
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
申
込
締
切
／
7
月
22
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
�
82
・

2
7
2
4

 おぢやまつり花火大会
  日時／ 8月20日㈯
　　　  午後7時15分～
  
  会場／旭橋下流

有料観覧席申込方法

　直接窓口で申し込みいただくか、電話、郵送、ファックス、
電子メールで申し込みください。
■申込用紙／観光協会（商工観光課内）、片貝総合センター、
　東山・岩沢・真人・川井住民センター、市民会館、総合体育
　館、サンプラザ、湯どころちぢみの里にあるほか、観光協会
　のホームページからもダウンロードできます。
■申込期限／8月9日㈫（有料観覧席券は8月11日㈭に発送）
　※芝生席・階段席は、満席になるまで受け付けます。
■申込・問い合わせ／観光協会�83-3512 �83-0871�kan
　ko@city.ojiya.niigata.jp�http://www.ojiyakanko.com



　

募集・お知らせ

■まちのうごき（6月30日現在）

人口と世帯数　※（　）内は前月比
気象データ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

23年6月 過去10年
の平均

23年6月
まで

22年6月
まで

23年6月
まで

22年6月
まで

男 19,302人(－　  6) 出生 28人 平均気温 21.0℃ 21.2℃ 火災 8件 11件 件数 58件 75件
女 19,763人(－   22) 死亡 38人 最高気温 31.6℃ 31.9℃ 救急 706件 667件 死者 1人 2人
合計 39,065人(－　28) 転入 45人 最低気温 12.4℃ 11.9℃ 傷者 70人 92人

世帯数 12,706世帯(＋10) 転出 63人 降水量月計 191.0㎜ 132.8㎜ ◀気象データは、 小千谷市消防本部速報値（観測地：元中子）

19　︱　市報おぢや 7 月号

魚沼神社阿弥陀堂の屋根が新
しくなりました

　土川の魚沼神社にある阿弥陀堂
（国指定　有形文化財）は、茅

か や

葺
ぶ

き
屋根の小さなお堂です。室町時代の
建物ですが、風雪に耐えて今も大切
に保存されています。このたび、屋
根の差し茅が行われ、美しい姿を見
せています。ぜひこの機会にご覧く
ださい。

魚沼神社の宝物を公開します

　屋根の差し茅の完了を記念して、
神社に伝わる宝物を一般公開します。
　今回は県指定文化財の鰐

わ に

口
ぐ ち

と、市
指定文化財の年中行事記をご覧いた
だきます。ぜひ阿弥陀堂とともにご
覧ください。
■日時／ 8月7日㈰午後1時～5時
■会場／魚沼神社本殿

　▲市指定有形文化財
　　「魚沼神社年中行事記」

■問い合わせ／生涯学習スポーツ課
　生涯学習係（総合体育館内）�
　83-0077

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
　
　

実
施
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
1
回
7
月
末
現

在
で
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
調
査
デ
ー
タ
は
統
計
を
作
る
た
め
に
の
み

使
用
し
ま
す
。
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
の

う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
目
的
／
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者

数
の
動
向
を
把
握
す
る
。

■
調
査
対
象
／
常
用
労
働
者
を
1
～
4
人
雇

用
す
る
事
業
所

■
調
査
期
間
／
7
月
下
旬
～
8
月
末
日

■
調
査
方
法
／
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
地
域
／
東
栄
3
丁
目
、
大
字
薭

生
、
大
字
上
片
貝

■
問
い
合
わ
せ
／
県
統
計
課
�
0
2
5
・

2
8
5
・
5
5
1
1
（
内
線
2
4
5
6
）

県
農
業
総
合
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー

■
日
時
／
7
月
23
日
㈯
午
前
9
時
～
正
午

■
会
場
／
県
農
業
総
合
研
究
所
中
山
間
地
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
（
長
岡
市
川
口
牛
ヶ
島
1
3
5

番
地
1
）

■
内
容
／
▽
試
験
の
説
明
と
栽
培
ほ
場
公
開
▽

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
▽
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り

体
験
▽
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
直
売
所
「
あ
ぐ
り

の
里
」
臨
時
出
店

■
そ
の
他
／
直
売
所
の
販
売
以
外
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
県
農
業
総
合
研
究
所
中
山
間

地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
�
89
・
2
3
3
0

さつき工房ふれあいまつり

　障がい者や施設への理解をより深めてもらい、利用者と
地域のみなさんとの交流を図るため、「第15回ふれあいま
つり」を開催します。
■日時／ 7月22日㈮午後4時～7時
■会場／障害者支援センターさつき工房（上ノ山1丁目バ
　ス停隣り）
■内容／ ▽飲食コーナー :餅つき（1回目午後4時、2回目
　午後5時30分)、焼きそば、豚汁、麦茶、カラーわたあめ、
　ポップコーン、アイスコーヒー、ジュースなどの提供（一
　部有料） ▽製品販売コーナー：さつき工房の自主製品や
　コスモス会の製品販売 ▽その他：水ヨーヨーつり、みん
　なで歌おう（午後6時30分～7時）など
■問い合わせ／障害者支援センターさつき工房�82-0403



問　題
　気象庁では、この夏から熱中症への注意を呼びかけるた
め、最高気温が高くなることが予想される場合に「高温注
意情報」を発表しますが、注意情報が発表されるのは最高
気温が何℃を超えると予想される時でしょう？
①25℃　　②30℃　　③35℃

（ヒントは7ページ）
■応募先
〒947-8501
小千谷市役所企画政策課秘書広報係あて

（住所の記載は不要です）
■締切　
7月22日㈮（当日消印有効）
6月号の答えは①「7月24日」でした。抽選の結果、次の
方が当選しました。
金子厚子さん　田村利代さん　山本久代さん

●
田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た

6
月
初
旬
、
四
ツ
子
で
合
鴨

農
法
で
お
米
を
作
っ
て
い
る

渡
辺
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
吉

谷
保
育
園
の
園
児
が
田
ん
ぼ

に
合
鴨
を
放
す
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

嬉
し
そ
う
に
合
鴨
を
抱
き
上

げ
、
田
ん
ぼ
に
そ
っ
と
放
す

姿
に
と
て
も

癒
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
い

●
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場

所
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ち
び
っ
こ
力
士
の
活
躍

と
応
援
に
駆
け
つ
け
た
親
御

さ
ん
の
声
援
で
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
小
学
生
だ
っ
た
約

30
年
前
は
、
相
撲
を
取
る
の

は
男
の
子
だ
け
で
し
た
が
、

今
は
男
女
共
同
参
画
社
会
。

女
子
の
参
加
も
多
く
、
負
け

て
悔
し
涙
を
流
す
女
子
児
童

の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
た
ん
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。　

よ
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�2011 7月
平成23年7月10日発行 №889
〒947-8501  小千谷市城内2-7-5

� 0258（83）3507
� 0258（83）2789

発行：小千谷市
編集：企画政策課

編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

　梅雨の盛り、雨宿りしながらサンプラザ駐車場から錦鯉の里を描きました。
　ここは、小千谷ちぢみと錦鯉に小千谷そばをはじめ、地元のいろいろな名産
がコラボレーションできる、いわば小千谷の素晴らしさを全国に発信する基地
と言えます。
　私も一市民として地酒をたしなみながらのエールを送ります。
　小千谷、こんげにえっとこは無いこっツォて！

　（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４１3
錦鯉の里にて
（城内1）

●
中
越
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
の

ス
タ
ッ
フ
を
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
の
総
合
体
育
館
は
、
選

手
と
応
援
団
の
熱
気
に
梅
雨

空
も
重
な
り
、
蒸
し
風
呂
状

態
。
熱
中
症
も
心
配
し
ま
し

た
が
、
毎
日
暑
い
体
育
館
で

練
習
し
て
い
る
選
手
た
ち
は

ど
こ
吹
く
風
で
、
役
員
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
暑
さ
に
弱
い

よ
う
で
し
た
。
節
電
の
夏
を

を
乗
り
切
る
に
は
、
暑
さ
に

強
い
体
を
作
る
こ
と
が
大
事

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け


